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令和６年度職員表彰の被表彰者名簿 

１．学長賞 

職名・氏名 功労等の内容 備   考 

経済学系 
（経済学部） 
教授 金 秉基 

（きむ びよんき） 

教育実践優秀賞に選考された。 
学長賞 

第３条第１号 

該当 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学系 
(ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ・AI ｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝ研究推進ｾﾝﾀｰ) 
教授 深谷 良治 

（ふかや りょうじ） 

教育実践優秀賞に選考された。 
学長賞 

第３条第１号 

該当 

教育学部長 
 
久保 加織 
（くぼ かおり） 

被推薦者は、同学部のこれまでの地域との
連携の実績を踏まえ、その更なる発展を企図
し、「地域教員希望枠を活用した教員養成大
学・学部の機能強化事業」への申請に向けて
学部内を取りまとめ採択につなげるととも
に、その事業の推進においてもリーダシップ
を発揮し着実な実施につなげ、本学に多大な
貢献をした。 

学長賞 

第３条第１号 

該当 

教育学部附属音楽教育
支援センター 
 

［団体］ 

 

被推薦団体は、障害児者を中心とした音楽
教育プログラムを提供し、文部科学大臣賞、
日本アートマネジメント学会賞等の多くの
賞を受賞し、国や地方自治体からの委託・助
成も受け、本学が重点を置くダイバーシティ
教育に貢献をした。 

学長賞 

第３条第１号 

該当 

経済学研究科長 
 
    岡本 哲弥 

（おかもと てつや） 

 

被推薦者は、文部科学省の令和 6 年度「人
文・社会科学系ネットワーク型大学院構築事
業 国際連携型」の公募に対して、経済学研究
科が「データ×アーツ×国際連携による新た
な総合知に基づくビジネス・インサイト養成
プログラム」（BI プログラム）の申請につい
て中心的な役割を担い、採択を得た。また、
経営分析学専攻(MBAN)の立ち上げや広報
活動、BI プログラムの実施準備や大学院入
試制度の改革にも尽力し、本学に多大な貢献
をした。 

学長賞 

第３条第１号 

該当 

経済学系 
（経済学部） 
教授 近藤 豊将 

（こんどう あつまさ） 

 

被推薦者は、「Science Citation Index Expanded」

等の有力な国際ジャーナルにおいて、研究成
果を相次いで公表し、本学の多大な研究推進
に貢献をした。 

学長賞 

第３条第１号 

該当 
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経済学系 
（経済学部） 
教授 野田 昭宏 

（のだ あきひろ） 

 

 

被推薦者は、企業の CSR 報告に関する研究
を国際ジャーナル（Journal of Accounting 
and Public Policy）で発表し、数理モデル
解析を用いて CSR 報告の戦略的側面を解明
し、国際的な注目を集めたとして、本学に多
大な研究推進に貢献をした。 

学長賞 

第３条第１号 

該当 

滋賀大学・日東電工 

デジタルイノベーショ
ン研究開発センター
（NSIC） 

［団体］ 

 

被推薦団体は、本学と日東電工の技術を融
合し、画像処理技術やデータ解析手法を開発
し、研究成果を発表したことで、新用途開発・
新製品開発につながる研究開発に大いに貢
献をした。 

学長賞 

第３条第１号 

該当 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学系 
(ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部) 
特任教授  

清水 昌平 
（しみず しょうへい） 

被推薦者は、高度情報専門人材の育成、AI

研究プロジェクトの採択、国際セミナーの企
画を通じて、本学の人材育成と研究プレゼン
ス向上に大いに貢献をした。 

学長賞 

第３条第１号 

該当 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学系 
(ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部) 
教授 椎名 洋 

（しいな よう） 

被推薦者は、着任以来、データサイエンス学
部副学部長、学部長を歴任し、同学部・研究
科の発展に貢献してきた。特に第 4期中期目
標計画期間においては、学部長として、「大
学・高専機能強化支援事業」の申請において
は、学部・研究科内を取りまとめ、質の高い
プロジェクトとして企画を立案され、ハイレ
ベル枠で採択されることに大きく貢献をし
た。 

学長賞 

第３条第１号 

該当 

施設管理課 
 

［団体］ 

被推薦団体は、データサイエンス・AI 研究
の拠点となるイニシアティブ棟やデータサ
イエンスみらい創造館の建設に尽力し、予算
獲得や関係省庁との交渉を成功させ、石山の
総合研究棟やあかねの特別支援学校等の大
学施設の整備・改修に多大な貢献をした。 

学長賞 

第３条第１号 

該当 
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２．奨励賞 

職名・氏名 功労等の内容 備   考 

教育学部教務係 
主任  

沼田 耕並 
（ぬまた こうへい） 

 

被推薦者は、自ら「未来創生リベラルアーツ
プログラム」の準備と助成金申請行ったこと
により採択に大きく貢献し、また、特任准教
授の採用やオープンバッジのデザイン・運用
にも関与したことで、本学の教育力とプレゼ
ンスの向上に多大な貢献をした。 

奨励賞 

第３条第１号 

該当 

附属図書館 RFID シス

テム導入チーム 

［団体］ 

被推薦団体は、UHF帯 ICタグによる蔵書管
理システムの導入を提案し、情報収集及び申
請書作成を行い、採択されたことにより、附
属図書館の機能向上と学術成果のオープン
アクセス加速化に多大な貢献をした。 

奨励賞 

第３条第１号 

該当 

障がい学生支援室 
特任准教授  

谷口 麻起子 

（たにぐち まきこ） 

被推薦者は、心理コーディネーターとして
多くの相談を担当し、障がい学生の支援に尽
力し、また、研修会や広報活動を通じて障が
い理解を促進し、助成金を活用して支援環境
の改善に貢献をした。 

奨励賞 

第３条第１号 

該当 

 

 


